
＜第１回 若林地域会議 会議録＞ 

日 時  令和５年４月２７日（木） １９：００～２０：４５ 
場 所  若林交流館  多目的ホール 
出席者 委    員   １９名

事  務  局   成瀬支所長、吉澤副支所長、松原副主幹、川合主査、倉地主 
       事 
オブザーバー 太田市議 

１ 支所長あいさつ及び事務局（地域振興担当）紹介 
→事務局より説明 
・令和５年度の事務局の体制について紹介 

２ 会長あいさつ〈省略〉 

３ 報告事項 
（１）令和５年度 新任地域会議委員について 
  ・自己紹介 

（２）令和５年度 わくわく事業審査結果について 
  →事務局より説明 
  ・交付決定結果の報告 

（３）令和４年度 地域課題解決事業（旧地域予算提案事業）実施報告 
令和５年度 地域課題解決事業計画 

  →事務局より説明 
  ・「地震災害に強い防災事業」令和４年度実施内容の報告 
 ・「高美町桜並木の保存」「通学路の交通安全対策」令和４年度実施及び令和５年度継    
   続内容の報告 

４ 協議事項 
（１）令和４年度の協議事項について（振り返り）〈省略〉 

（２）令和５年度 提言に向けた協議 
 事務局より説明 
① 令和４年度にまとめた具体的な事業アイデアについて、グループ別に協議する。 
② グループごとに発表する。 

  グループワーク結果 
  A…防災に関する資格や知識のある人が講師となり、地域で啓発していく。そのため

のマニュアルを作成する。 
    組単位での防災訓練を実施する中で、補助として知識のある人や、南消防署の人



に協力をしてもらう。 
  B…令和４年度に作った防災カレンダーを日めくり、もしくは月めくりで継続的に使

えるものとして作成していくべき。 
    防災キャンプに関して、過去に市から非常食をもらってキャンプをしたことがあ

る。その経験はとてもためになるものになった。 
  C…防災をどれだけ自分事として考えられるかが重要。各種団体、コミュニティ会議、

有志、こどもたちを集めて防災について考えるべき。 
行政も物資や金銭の補助だけではなく、実際に災害が起こったときに配備される
職員にも来てほしい。 

  D…体験型のものを優先して防災を意識していくことが大事。 
その他…中学生はイベントや行事などで地域の力として動いてくれるし、また自主的に動

くこともできる。中学生が活躍できる場を設けて、将来の地域の担い手につなが
るような機会づくりが必要だと考える。 

５ その他
（１） 令和５年度 若林地域会議の予定 

→事務局より説明 

★次回開催
令和５年５月２６日（金）午後７時から 場所：若林公会堂 多目的ホール 


